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開会挨拶
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担当ガバナー挨拶
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出席者紹介

議 題 ．継続審議事項について
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。
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議 題 ．国際⼤会：国際理事会 会則改定部分について

その他

閉会挨拶
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2021年12月20日 
地区ガバナー 
地区マーケティング委員長 
ゾーン・チェアパーソン 
クラブ会長 各位 ライオン誌日本語版委員会

　　委員長　団　英男 
編集長　星野勝美 

委員一同 

「ライオン誌日本語版ウェブマガジン普及キャンペーン」について 

　皆様には平素ライオン誌を愛読していただきありがとうございます。 
ライオン誌日本語版委員会においては有益な情報を会員の皆様にお届けし奉仕活動のお役に立てる

よう鋭意努力を重ねているところです。 

　さて、昨今のデジタル技術の進歩発展は目覚ましく、ライオンズクラブ国際協会においても公式版
ライオン誌のデジタル化が推進されています。それによる効果として、印刷及び発送コストの削減、
情報伝達の迅速化、紙面では実現できない動画の活用、森林資源の保護などが挙げられます。現時点
では印刷版に対するニーズもあり発行を継続しますが、今後、機能拡張や内容充実などの注力はイン
ターネット上で公開しているライオン誌日本語版ウェブマガジンに対して行ってまいります。

一方で、従来の印刷版でさえあまり親しんでいない方がおられ、ウェブマガジンに関しては各クラ
ブ、会員の皆様に十分に認知されていないのが現状です。そこで委員会では「ライオン誌日本語版ウ
ェブマガジン普及キャンペーン」と銘打ち、具体的な活用法をご提案してクラブ、会員の皆様への周
知に努めてまいります。 

　つきましては、この普及キャンペーンに貴職のご協力をお願い申し上げます。具体的には、添付の
資料をご活用の上、下記のことをお願いいたします。 

■地区ガバナー、地区マーケティング委員長
地区内の研修やセミナー、新会員オリエンテーション、あるいは地区誌などでウェブマガジ

ン普及に触れていただきたい

■ゾーン・チェアパーソン
第3回諮問委員会の諮問事項にウェブマガジン普及・活用に関する事項を含めていただきたい

■クラブ会長
会員の皆様に対してウェブマガジン閲覧を奨励。クラブ例会のあいさつやスピーチでウェブ

マガジン記事を話題にする、新会員研修で紹介するなど活用していただきたい

　会員の皆様のお役に立てるよう縁の下で頑張っているライオン誌に、ぜひお力をお貸しください。 

【添付資料】ライオン誌ウェブマガジン普及キャンペーン資料（A3両面印刷用・A4単ページ用） 
（印刷版1・2月号18～20ページ、表紙裏にも関係記事を掲載） 

ライオン誌日本語版
〒104-0028 東京都中央区八重洲2-6-15  JOTOビル9階 
一般社団法人日本ライオンズ 
Tel : 03-6674-8777   Fax : 03-6674-8781 

Offcial publication of Lions Clubs International 
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ウェブマガジンは 
新時代のライオン誌です

 奉仕活動 ｜ テーマ ｜ 活動報告 ｜国際財団 ｜ フォーカス ｜ 歴史  ｜ 過去の記事
会員向け☞   ニュース ｜ 情報資料 ｜ 投稿 ｜ 注文 ｜ 更新情報会員向け☞ 

ライオンズクラブ国際協会の公式機関誌であるライオン誌
日本語版は1958年に創刊され、以来、日本国内の会員に親し
まれてきました。2018年からは印刷版に加えて、インターネ
ット上のライオン誌を発行しています。 
それが「ライオン誌日本語版ウェブマガジン」です。 
全国各地のメンバーが生き生きと奉仕活動に励む姿を記事
と動画で伝える他、過去60年余りの印刷版バックナンバーの
記事閲覧とキーワード検索など、デジタルの特性を生かして
ライオンズ活動に役立つ情報をお届けしています。 
ぜひ親しみを持ってライオン誌ウェブマガジンをご覧くだ
さい。 

■ウェブマガジンは年12回・毎月1日に発行します
■「奉仕活動」は各地のアクティビティを文章と動画で伝える取
材記事。印刷版には短くまとめた記事を掲載します
■投稿記事「活動報告」はクラブから寄せられたリポートを掲載。
印刷版にはその中から一部を掲載します
■パソコンやタブレット、スマートフォンなどで手軽にアクセス
出来ます
■メールニュースやLINEメッセージ（登録者宛）で更新情報を
お届けします
■フェイスブック、ツイッターなどのSNSで広くライオンズの活
動を発信します

※このページや、印刷版「奉仕活動」「ライオンズ･インフォメーション」の記事に掲載されているQRコ
ードからウェブマガジンに接続することが出来ます

ライオン誌ウェブマガジン→

＜ライオン誌ウェブマガジン普及キャンペーン資料＞

ライオン誌日本語版委員会  2021年12月作成
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ウェブマガジンでは全国各地のライオンズクラブが取
り組むアクティビティの数々を紹介しています。活動の現
場を取材し記事と動画でリポートする「奉仕活動」、クラ
ブからの投稿を掲載する「活動報告」、LCIF交付金事業
を紹介する「国際財団」など各ページの記事から、ライオ
ンズクラブが地域をより良くするための活動はもちろん、
国際的な支援にも貢献していることがよく分かるはずです。 
ライオン誌サポーター（各地区MC委員長などに委嘱）
のアンケートでは次のようなコメントが寄せられています。 
「各地のクラブが創意工夫をして活動している姿が頼もし
く非常に参考になる。これからの奉仕活動の大きなヒント
になる」 
「コロナ禍で活動を自粛しているクラブもあるが、感染対
策をしながらの奉仕活動の記事を読んで自クラブも負けず
にがんばろうという気持ちになった」 

「奉仕活動」「活動報告」欄はこの印刷版にもありますが、
ウェブマガジンにはより多くの写真とより詳しい記事を掲
載。「奉仕活動」では、クラブが活動に取り組んだ経緯や
実施する上での苦労などを詳しく取材して豊富な写真と共
に報じ、動画にはメンバーへのインタビューも盛り込んで
います。また、活動分野ごとに記事を絞り込んだり、アク
ティビティマップで活動を実施した場所を示した地図から
記事を選んだりすることも出来ます。 
会員増強やクラブPRのツールに、クラブ例会での話題
作りに、そして地域のニーズに応える新たな奉仕のアイデ
ア探しに、ウェブマガジンを活用してください。
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奉仕活動の事例やヒントが満載 奉仕活動の事例やヒントが満載 
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ライオン誌日本語版委員会では以前から、例会でライ
オン誌記事の感想を発表するスピーチを行ったり、記事を
題材にしてディスカッションを行ったりする「ライオン誌
例会」の開催を推奨してきました。 
三重県･四日市みたきライオンズクラ

ブ　では2020年2月にラ
イオン誌例会を開催。全員が前もって気になる記事や投稿、
報告を読んで例会に臨んだそうです。当時PR委員長を務
めていたライ

オン森一生は、本誌への寄稿の中で次のように提言
しています。 
「ライオン誌を通じて各地のクラブの活動を知ることで問
題意識を持ったり、あいさつやスピーチのネタとしても活
用出来るのではないかと考えます」「掲載されたクラブの
活動をただまねるのではなく、記事を通してメンバーそれ
ぞれが考えたことを出し合い、議論して行動に移すのが大
切ではないでしょうか。それが、これからのライオンズに
必要なことだと思います」（20年7･8月号「獅子吼」掲載） 
同クラブのライオン誌例会は印刷版を活用して行われ
ましたが、ウェブマガジンはスマートフォンにも対応して
いるので、手元に冊子がなくても、各メンバーのスマホを
使って記事を共有出来ます。 
また、次ページでご紹介するように、ウェブマガジン
に簡単にアクセスするための情報はクラブへのEメールや 
LINE、SNSを通じて発信しています。コロナ禍の中、
LINEやZoomなどの活用でクラブ・メンバーのつながり
を維持出来たというクラブがあった一方で、対応出来ない
メンバーがいるのでIT化を進めたくても出来なかったと
いうクラブもありました。そんなクラブは、例会の出席者
全員でスマホを使ってウェブマガジンを閲覧してみてはど
うでしょう？　QRコードを使えば、ウェブマガジンにア
クセスするのも、LINEの友だち登録も簡単。使い方が分
からないメンバーがいたら、その場で他のメンバーが手を
貸してあげることも出来ます。 
ライオン誌例会の開催が、クラブのIT化を進める第一
歩になるかもしれません。

ウェブマガジンには、クラブ数・会員数のデータやラ
イオン誌が実施したクラブ･アンケートの集計結果、過去
60年余りのライオン誌のアーカイブなど豊富な資料も収
蔵しています。「過去の記事」にある「ライオン誌電子
版」では、1958年の創刊号から現在までのライオン誌の
各号を年代別に掲載し、キーワード検索も出来ます。 

一例として、「群馬県」と「太田」のキーワードで星野勝
美編集長の所属する群馬県･太田ライオンズクラ

ブ　の記事を検
索してみましょう。62年12月号の新結成クラブ紹介欄に
クラブ情報があり、その2年後の64年9月号にアクティビ
ティの記事が載っています。太田ライオンズクラ

ブ　の有志で編
成されている飛行隊が、この年6月に発生した新潟地震の
救援のためにセスナ機など2機に薬品100㌔を積んで羽田
空港から新潟空港へ空輸。新潟県庁民生部へ届けて大いに
感謝されたというニュース記事です。当時のクラブ･メン
バーには自家用機を所有するメンバーが複数人いて「空飛
ぶライオン」の異名を取っていたとのこと。 
このようにして、所属クラブの記事を検索してみたら、
埋もれていた歴史や面白いエピソードを発掘出来るかもし
れません。 
もう一つ、「献血」のキーワードで検索してみたとこ
ろ、61年12月号から2021年11･12月号までの記事1372件が
ヒット。「献血」や「青少年」など頻出するキーワードは、
地名などを追加して複数のキーワードにしたり、期間を絞
って検索すると求める情報にたどり着きやすくなります。

「ライオン誌例会」でIT化推進も バックナンバーの活用を 「ライオン誌例会」でIT化推進も バックナンバーの活用を

ライオン誌ウェブマガジン
→

※このQRコードからウェブマガジン
に接続することが出来ます
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「活動報告」ではクラブからの投稿を募集しています。
クラブが実施したアクティビティのリポート原稿と写真
を投稿フォームから送信してください。詳しくは、ウェ
ブマガジン「投稿」にある投稿規定を確認してください。 

■ライオン誌メールニュース（Eメール） 
毎月1日のウェブマガジン発行後、記事の内容をお知ら

せする「ライオン誌メールニュース」を各ライオンズクラ
ブへ送信し、会員の皆さんへの転送をお願いしています。 
■各種SNS 
ライオン誌はYouTube、Twitter、Facebook、Insta-
gramを通じて情報発信をしています。ご利用中のサービ
スで、ぜひライオン誌のフォロー、登録をお願いします。 

■ライオン誌LINE公式アカウント 
公式アカウントを友だち登録す
ると、毎月のウェブマガジンの更
新情報や、活動報告投稿のご案内
のお知らせなどライオン誌に関す
る情報が配信されます。下の手順
を参考にぜひご登録ください。 

ウェブマガジンに活動報告を投稿LINE公式アカウントの登録を ウェブマガジンに活動報告を投稿LINE公式アカウントの登録を

画像をタップすると 
ウェブマガジンを表示

❶ 長押しする ❸ QRコードに合わせる

❹「追加」を押す ライオン誌からの 
お知らせ★

❷「QRコードリーダー」を押す

Eメール、SNSで情報発信Eメール、SNSで情報発信

QRコードで簡単に友だち登録

登録用QRコード

ID: 433iiwbj
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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第4回会議（ウェブ）報告書 

日　時：2021年11月4日（木）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 
出席者：国際理事                           川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ

ブ　） 
　　　　国際理事                           永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　委員長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　事務総長                           菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　ITアドバイザー                  荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

欠　席：国際理事                           渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング委員長 
 

◉ 

　団委員長の開会あいさつの後、川島、永田両国際理事からあいさつがあり、団委員長、
星野編集長の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2021-22年度7～9月度ライオン誌関係会計報告 
　社団の正味財産増減計算書（2021年7月1日～9月30日）を資料とし、ラ
イオン誌関連科目を確認した。9月にはライオン誌印刷版の発行がなかっ
たので、直接出版費の予算消化率は17.1%でほぼ変動なし。毎月発行のデ
ジタル版は3回発行完了時点の予算消化率が18.0%と、コロナ禍で取材回数
が減ったことが影響し費用が抑えられている。 
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2. 印刷版関係
●2021年11･12月号（10月20日発行／83,600部）出来
発行済みの11･12月号の出来を確認した。この号から基本36ページ建て

となり、前号の40ページ建て（83,700部）より印刷費が289,300円減少した。 
●2022年1･2月号（12月20日発行）台割
36ページ建ての台割を確認した。「国際理事だより：藏国際理事」、「編

集室：大屋委員、吉田委員」。ウェブマガジン普及を図るキャンペーン記事
として、昨年度委員会が作成したPRパンフレットをベースに3ページの記事を
編集し掲載する。団委員長から、全日本GSTフォーラム（12月1日・神奈川県
川崎市）の取材依頼がGATから来ているとの報告があった。取材記事をウェ
ブマガジン「ニュース」に載せ、1・2月号「トピックス」に短縮版記事を掲
載する。 

3. ウェブマガジン関係
●2021年11月号（11月1日更新）出来
ウェブマガジン11月号の出来を確認した。

●2021年12月号（12月1日更新）更新予定（案） 
12月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提

出され、承認した。 
●2022年1月号（1月1日更新）更新予定（案） 
1月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提出

され、承認した。取材対象が未定の「奉仕活動」1本については、調整がつ
き次第、内容と取材経費を確認する。 

4. 主要記事予定
●2021-22年度主要記事予定
印刷版及びウェブマガジンの年間の主要記事予定を確認した。

●2021年9～10月取材経費
9～10月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認し

た。
●2021年11～12月取材経費概算
11～12月に予定している取材の経費概算の一覧が提出され、承認した。取

材対象が未定のウェブマガジン1月号「奉仕活動」1本については、候補が
定まり次第、経費概算を確認し、委員長、編集長の承認により取材を進め
る。 
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5. 小委員会報告
●ウェブマガジン推進小委員会（10月21日）
ウェブマガジン推進小委員会の星野委員長から、10月21日に開催された第2

回会議（ウェブ）の報告があり、LINE友だち登録推進（15,000人目標）、ウェ
ブマガジンのPRパンフレット活用、印刷版のPRページを活用、サポーターの
活用など、普及のための方策について目標が示された。クラブ例会や会長あ
いさつで取り上げてもらうための方策としては、印刷版1･2月号にウェブマガ
ジン普及キャンペーンの3ページ記事を掲載。またウェブマガジンのレベルア
ップに関して、前回委員会で編集部から説明のあったHOME（トップペー
ジ）改修案の費用概算は約95万円（税込）との参考情報が示された。 
　報告の後、星野委員長が出席者に意見を求め、以下のような発言があっ
た。 
「現状ではまず見てもらうことが重要で、レベルアップを図る前にアクセス
数を増やすべき」 
「所属クラブでウェブマガジンを閲覧している人は1割程度。認知度を高める
にはクラブ例会で話題にすることが有効であり、クラブで取り入れるべく準
備を進めている」 
「普及を図るためには各方策の具体的なアクションプランの作成が必要」 
「ウェブで見ることが出来ない会員が多いという現実があり、内容以前の問
題がある」 
「特に若い会員でライオン誌に対する興味が薄い傾向がある。新しい切り口
で共通の話題を提供してはどうか」 
「ウェブマガジンにライオンズ用語を解説するページを設けることで、アク
セス増につながる」 
「印刷版の発行回数を年4回にすれば、ウェブマガジンの必要性が高まり自ず
とアクセスが増えるのではないか」 
「現在のトップページは情報量が少なく魅力に欠けるため、見て楽しいペー
ジを作ることも必要」 
　意見交換の後、ウェブマガジン推進小委員会の星野委員長が総括し「ウェ
ブマガジン普及には印刷版を含めたライオン誌そのものの普及から取り組ま
なければならず、それと同時に若いメンバーに向けてウェブマガジンの魅力
を高める努力も必要である。小委員会では、ライオン誌そのものをどうやっ
て身近なものにするか具体的なアクションプランを詰めること、閲覧する人
にとって魅力あるウェブマガジンを作りことの2本立てで進めていきたい」と
述べた。第3回小委員会を開催して更に検討を進め、次回委員会で報告する。 
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6. その他 
●サバンナ（ServannA）関係 
　330-C地区ではMyLCIとサバンナの切り離しに伴い、昨年度から地区版
サバンナの使用を停止した。しかしライオン誌の発送にはサバンナに登録
されている会員及びクラブ事務局住所を使用しており住所の随時更新が必
要なため、ライオン誌委員会は地区版サバンナ未使用地区用の「ライオン
誌発送用データ更新サイト」を作成。11月1日に330-C地区版サバンナは同
サイトへ切り替えられたことが担当者から報告された。 
●ライオン誌出版物 
　委員会が発行する『ライオンズ･スクール初級編 ライオンズクラブ入門』
（第5版2刷／2019年10月・3000部発行）が残り270部（10月28日現在）と
なり、今後の対応を検討した。団委員長から、発行を継続するには増刷・改
訂する他にPDFで無料配布する方法も考えられるとの説明があり、PDFでの
配布について意見を求めた。「セミナーでの利用の場合は必要な部分だけプ
リント出来ることや、改訂が容易であることなどPDFは利便性が高い」とい
う意見が出た。増刷した場合の見積を取った上、次回委員会で更に検討して
結論を出す。 
 

 
閉会あいさつ　団委員長 

 
【次回以降開催予定】 

         12月13日（月）13:30～16:00（集合／ウェブ出席可） 
　　　＊会議前に昼食会開催予定 
           1月13日（木）14:00～16:00（ウェブ）
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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第5回会議 

日　時：2021年12月13日（月）13:30～16:00 
場　所：東京都千代田区日比谷・松本楼

出席者：国際理事 永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

委員長 団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

編集長 星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

委員 大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　）

*ウェブ出席 委員 𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　）

委員 髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　）

委員 山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

委員 玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　）

委員 吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　）

一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング委員長 

事務総長 菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

欠　席：国際理事 川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　）

国際理事 渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

ITアドバイザー 荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）

◉ 

　団委員長の開会あいさつの後、永田両国際理事、一般社団法人日本ライオンズの古川副
理事長からあいさつがあり、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。 

【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営

●2021-22年度7～10月度ライオン誌関係会計報告
社団の正味財産増減計算書（2021年7月1日～10月31日）を資料とし、ラ

イオン誌関連科目を確認した。10月はライオン誌印刷版の発行があり、直
接出版費の予算消化率は33.2%となった。年間発行予定6回のうち2回が完了
した時点としては妥当である。毎月発行のウェブマガジンについては、12
回中4回発行完了時点でデジタル版関連費の予算消化率は27.6%。コロナ禍
で取材回数が減ったことから外注製作も減り、費用が抑えられている。
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2. 印刷版関係
●2022年1･2月号（12月20日発行／83,700部）台割
「国際理事だより：藏国際理事」。「編集室：大屋委員、吉田委員」。ウェ
ブマガジン普及を図るキャンペーン記事と、11月末に国際本部から配信され
た「国際理事会決議事項要約」を掲載するため、「日本ライオンズ物語」と
「もう一度読みたいあの記事」は休載する。
　1･2月号の記事に関連して、ライオン誌に掲載する原稿及び写真の採用基準
を明確にするため、委員会としてガイドラインを設けてはどうかとの提案
が、星野編集長からあった。ガイドラインの案を作成して、次回委員会で検
討する。 
●2022年3･4月号（2月20日発行）台割
「国際理事だより：渡部国際理事」。「編集室：𠮷原委員、玉浦委員」。国
際協会から掲載依頼があった「LCIFキャンペーン100」の表紙及び記事を掲載
するため、基本36ページ建てに8ページ増やした44ページ建ての印刷費見積を
確認。印刷費は約40万円（税込）増となるが、国際協会から掲載の求めがあっ
たもので、必要な費用と認めて増ページすることを決めた。英語版と各公式
言語に翻訳された記事が既に配信されているが、日本語版についてはオセア
ル調整事務局による翻訳作業が終わり次第、入手の予定。

3. ウェブマガジン関係
●2021年12月号（12月1日更新）出来
ウェブマガジン12月号の出来を確認した。

●2022年1月号（1月1日更新）更新予定（案） 
●2022年2月号（2月1日更新）更新予定（案） 
1、2月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が

提出され、承認した。主要コンテンツの一つ「歴史」は、12月号で2002年大阪
国際大会を取り上げ、日本にライオンズクラブが誕生した1952年から50年間分
の記事を掲載したところで一区切りとし、月次更新を休止する。 

4. 主要記事予定
●2021-22年度主要記事予定
今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。

●2021年11月取材経費
11月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認した。

●2021年12、22年1月取材経費概算
12、1月の取材予定経費概算が提出され、承認した。
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5. 小委員会報告
●ウェブマガジン推進小委員会（第3回／書面）
小委員会の星野委員長から、書面で行われた第3回ウェブマガジン推進小委

員会の報告があった。ウェブマガジン普及に関するこれまでの議論を踏まえ
て、（A）～（Ｃ）の3点に絞って具体策を進めることが提案された。 

（A）会員層を考慮した対応策 
①普段ライオン誌にあまり親しんでいない会員 
　対応策：クラブ例会等でのPR 
②印刷版には目を通すがウェブマガジンはあまり見ていない会員 
　対応策：印刷版でのPR、SMSによるメッセージ、クラブ例会でのPR 
③印刷版はもちろんウェブマガジンも参照している 
　対応策：ウェブマガジンのレベルアップ、周りの会員へのサポート依頼 

（B）クラブ例会でのPR 
　印刷版1・2月号に普及キャンペーン記事を掲載し、3・4月号発行後のラ
イオン誌サポーター・アンケートでクラブでの取り組み状況を調査する。
また、地区ガバナー及びMC委員長、ゾーン・チェアパーソン、クラブ会
長に普及への協力を求める依頼文書を送付する。依頼文書では、地区ガバ
ナー及びMC委員長に対して研修やセミナー、新会員オリエンテーショ
ン、地区誌などでのPRを、ゾーン・チェアパーソンには第3回諮問委員会
の諮問事項にウェブマガジン普及・活用に関する事項を含めることを、ク
ラブ会長にはクラブ例会でのPRを、それぞれ要請する。

（Ｃ）ウェブマガジンのレベルアップ 
　次回以降で検討。 

　報告を受けて、小委員会の提案に沿って具体的な対応策を進めていくこと
を了承。（B）の依頼文書の文書案と添付資料を確認し、添付資料にあるLINE
公式アカウント登録方法の説明をより分かりやすく修正した上、委員会終了
後出来るだけ早めに発信することにした。また、社団の古川副理事長に対
し、社員総会などの機会にライオン誌委員会からの依頼文書送付について全
地区ガバナーに伝達し、ウェブマガジン普及を後押ししてもらえるよう協力
を依頼した。 

6. その他
●ライオン誌サポーター・アンケート
印刷版11・12月号発行後に行ったライオン誌サポーター・アンケートの回

答を確認した。 
●ライオン誌出版物
残部200部を切ったライオン誌日本語版委員会発行『ライオンズ・スク

104 1報告事項1



ール初級編 ライオンズクラブ入門』（第5版2刷／2019年10月・3,000部発
行）を増刷した場合の印刷費見積を確認し、3,000部増刷することを決め
た。巻末にライオン誌ウェブマガジンに関する記載を追加する他、加筆・修
正が必要な箇所を各委員が確認し、次回委員会で検討した上で編集作業を進
める。　 

閉会あいさつ　団委員長 

【次回以降開催予定】 
         1月13日（木）14:00～16:00（ウェブ）
         2月 3日（木）14:00～16:00（ウェブ）
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2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第6回会議　報告書 

日　時：2022年1月13日（木）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom

出席者：国際理事 川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

委員長 団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

編集長 星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

委員 大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　）

委員 𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　）

委員 髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　）

委員 山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

委員 玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　）

委員 吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　）

一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング委員長 

事務総長 菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

欠　席：国際理事 永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　）

ITアドバイザー 荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

◉ 

　団委員長の開会あいさつの後、川島、渡部、藏各国際理事、一般社団法人日本ライオン
ズの古川副理事長からあいさつがあり、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。 

【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営

●2021-22年度7～11月度ライオン誌関係会計報告
社団の正味財産増減計算書（2021年7月1日～11月30日）を資料とし、ラ

イオン誌関連科目を確認した。11月にはライオン誌印刷版の発行がなかっ
たので、直接出版費の予算消化率は33.2%で先月からほぼ異動なし。毎月発
行のデジタル版は5回発行完了時点の予算消化率が34.9%と、コロナ禍で取
材回数が減ったことが影響し費用が抑えられている。
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2. 印刷版関係
●2022年1･2月号（12月20日発行／83,700部）出来
発行済みの1･2月号の出来を確認した。

●2022年3･4月号（2月20日発行）台割
「国際理事だより：渡部国際理事」、「編集室：𠮷原委員、玉浦委員」。国
際協会指定記事「LCIFキャンペーン100」として表紙と記事10ページ分が配信
され、これを掲載するために基本36ページ建てに8ページ増やした44ページ建
てとする。この指定記事について、前回委員会では8ページに再編集して掲載
する予定としたが、国際協会から提供されたレイアウト・データや素材の再
編集が困難なため10ページで掲載する。また、一般財団法人日本ライオン
ズ、335複合地区、330-A地区からの印刷版への掲載依頼について内容を検討
し、連載ページを休むなどの調整により3･4月号に掲載することとした。

3. ウェブマガジン関係
●2022年1月号（1月1日更新）出来
ウェブマガジン1月号の出来を確認した。

●2022年2月号（2月1日更新）更新予定（案） 
2月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提出

され承認した。新型コロナウイルスの感染再拡大の影響で「奉仕活動」の取
材が難しい状況にあり、通常の取材だけでなく、クラブからの情報提供と写
真で記事を構成する方法を含めて対象となる活動を探して記事を作成する。 

4. 主要記事予定
●2021-22年度主要記事予定
今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。

●2021年12月取材経費
12月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認した。

5. 小委員会報告
●ウェブマガジン推進小委員会
星野編集長（小委員会委員長）から今後委員会で検討が必要な事項の提

案があり、各項目について意見を交換し取り扱いを協議した。 

（A）ウェブマガジン普及キャンペーン（2021年12月20日送信）のフォロー 
前回委員会後、全地区キャビネットに文書を発信して、地区ガバナーと
MC委員長、ゾーン・チェアパーソン、クラブ会長への転送を依頼した。
それによる効果を確認する方策として、次の項目を提案。 
①サバンナを利用した全クラブ対象「ウェブマガジン活用状況アンケー
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ト」を実施 
②サポーター・アンケートで意識調査 
　各委員からはウェブマガジン普及策として次のような意見があった。 
「委員会から地区ガバナーへ働きかけて協力を求めることが有効」 
「地区のセミナーなどにライオン誌委員が出向いて説明するアナログな手
法も効果的」 
　協議の結果、①②を2月末から3月にかけて実施することを決めた。 

（B）ウェブマガジンのレベルアップ案 
　まだウェブマガジンに親しんでいない会員への普及に加えて、既に活用
している会員にとって更に有益で魅力のあるページにする努力も必要。レ
ベルアップの方策として、次の項目を提案。 
①トップページのデザイン変更 
②会員向け情報ページにパスワードを設定 
③情報資料の充実でアクセスを促す 
　レベルアップ案について次のような意見が出た。 
「記事そのものはよく出来ているので変更の必要は感じない」 
「トップページは国際本部版の方が情報量が多く見た目もよい」 
「用語解説はメンバーのニーズが高い。用語集掲載や、記事内の用語にポ
ップアップで解説を表示する機能を追加してはどうか」 
　検討事項として次回委員会で取り上げる。 

（C）印刷版の発行 
　印刷版発行に関して必要な検討事項として次の項目を提案。 
①次年度の印刷版発行回数（次年度予算の検討に必要） 
②国際協会配信記事は横書きのままとし縦書きにこだわらない 
　発行回数を含めた次年度事業計画を次回委員会で検討する。 

（D）LINEのお友達登録普及の行く末をどうするか 
　現在約3000人の登録者が今後大幅に増加した場合、ビジネスアカウント
のライトプラン（月5,000円／15,000通まで）からスタンダードプラン（月
15,000円／45,000通まで）に移行すれば、国内会員の半数近い45,000人に月1
回メッセージを送信出来るとの説明が、星野編集長からあった。今年度は
登録15,000人の目標を掲げているが、更に多くの登録を増やすことを目指
して積極的に推進する。 
　LINE活用に関しては社団の古川副理事長から、各地区がビジネスアカ
ウントを持って地区内メンバーの登録を進めれば、ライオン誌からのメッ
セージを地区が転送出来るようになるので、ライオン誌から各地区に
LINE活用を働きかけてはどうかとの提案があった。検討事項として次回
委員会で取り上げる。 
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6. その他
●ライオン誌担当職員減員への対応
団委員長から、取材・編集を担当する職員1名が2月末日で退職することを

受けて、ライオン誌発行業務に支障をきたすことのないよう社団へ申し入れ
を行う提案があった。申し入れを、1月11日に星野編集長と共に発行業務に携
わる職員と面談して検討した対応策として、次の説明があった。 
　次年度の印刷版発行回数など今後の計画がまとまっていない段階のため今
年度中は人員の補充を求めず、退職する職員が担当している編集業務は残る
職員に振り分け、取材については現在委託している会社を更に活用し対応す
る。これに伴い、現在短時間勤務の職員1名をフルタイムに移行することと、
ライオン誌発行業務に当たる職員の負担が過重にならないような対処を社団
に申し入れる。 
　団委員長から示された対応策を承認。社団への申し入れ文書をまとめて仁
科理事長へ提出する。 
●ライオン誌掲載ガイドライン（案） 
前回委員会で作成することになった、原稿・写真掲載に関するガイドラ

イン（案）を確認した。各委員が内容を検討して修正の必要があれば1月20日
までに事務局へ連絡する。修正の連絡がなければ提出案を採用する。
●ライオン誌出版物
前回委員会で3,000部増刷を決めた『ライオンズ･スクール初級編 ライオ

ンズクラブ入門』の修正箇所を確認。3月初旬の発行を目処に編集作業を進
め、価格据え置きの1冊400円で発行する。
●印刷版個人発送手数料改定
発送業者㈱宛名商会から、資材の値上がりに伴うライオン誌個人発送手

数料値上げの申し入れがあった。現行の1冊10円が、4月から12円となるこ
とを了承した。　　 

閉会あいさつ　団委員長 

【次回以降開催予定】 
         2月 3日（木）14:00～16:00（ウェブ）
         3月 4日（金）14:00～16:00（ウェブ）
         4月 7日（木）14:00～16:00（ウェブ）
         5月10日（火）14:00～16:00（ウェブ）
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担当ガバナー挨拶

⾃⼰紹介

議 題 ．
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議 題 ．
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議 題 ．

その他

［メールでの通信の流れ］
ホスト家庭⇔クラブ⇔キャビネット⇔ 事務局⇔各交渉窓⼝ 事務局⇔各海外現地窓⼝⇔ホスト家庭

⇔台湾現地窓⼝（邱さん）⇔ホスト家庭
⇒⽇本ライオンズ事務局へは派遣⽣名簿を提出
⇒近畿⽇本ツーリストへ派遣⽣ 来⽇⽣に関する全情報を提出
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閉会挨拶
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※ ﾄｯﾌﾟ で⼀定期間審査会の様⼦をご覧いただけます。

開会挨拶

内全体で１万点を超える作品が集まったことに対し、各地区に感謝を申し上げたい。昨
年度は議⻑とガバナーのみで最優秀作品を決定したが、今年度は外部から審査員の先⽣２名に加
わっていただき最終選考を⾏う。先⽣⽅の意⾒をぜひ参考にさせていただきたい。

審査員紹介

外部審査員２名それぞれより⾃⼰紹介があった。

審 査

酒井委員⻑より、参加クラブ数・応募数について改めて説明があった。
各地区ガバナーより各準地区での選考について話があった。

テーマ：「私たちはみんなつながっている」
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池⽥先⽣のコメント
最優秀作品は、描かれている⼦どもの⽬の表情が⽣き⽣きしており、書き⼿⾃⾝も創作活動を楽
しんでいる様⼦がよく感じとれる。

佐藤先⽣のコメント
４点とも中学１年⽣の作品とは思えない程レベルの⾼い作品であるが、テーマを軸として学⽣⾃
⾝が何を捉え表現しようとしているかよく伝わるものを考慮して審査した。

各地区ガバナーは、それぞれご⾃⾝の地区から選考された作品を最優秀賞として選んだ。
両審査員先⽣については、 地区綿⾕なつさんの作品を最優秀賞として選考した。

結果は下記の通り。
※ 地区 宇部 綿⾕ なつさんの作品を国際本部へ発送済み。

最優秀賞 綿⾕ なつ 宇部市⽴厚南中学校 年 地区 宇部
世界中が平和の笑顔でいっぱいになりますように

閉会挨拶

いずれも素晴らしい作品であった。本⽇最優秀賞に選ばれた作品がシカゴで評価されることを祈
る。外部審査先⽣⽅についてはご⾜労いただき感謝を申し上げるととに来年もぜひお願い出来れ
ばと思う。
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開会挨拶

出席者紹介

議⻑挨拶

顧問挨拶

議 題
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質疑応答

閉会挨拶
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開会挨拶
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出席者紹介

議 題 ．毎⽉の での会員動静未報告クラブ「ゼロ」の達成について
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議 題 ．準地区・複合地区年次⼤会の代議員登録を で進めるために
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議 題 ．次年度のクラブ役員を ⽉中に登録するために
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議 題 ．アラート委員会の連絡網の構築について

その他

閉会挨拶
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